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研究の全体概要 

これまでの代表者の研究（JST さきがけ、JST-SATREPS）で、DME を用いて微細藻類を乾燥させ

ること無く、油脂を抽出する手法については、抽出槽 30L 規模の大型試験装置での運転に成功し、

微細藻類のバイオ燃料への転換における正味の CO2 排出量収支を著しく改善できた。投入エネルギ

ーは太陽光からの変換効率 60%の太陽熱温水に由来し、太陽光発電（同 20%）より著しく大陽光か

らの変換効率が高い。しかし微細藻類の水分は 90%もあり、抽出装置への充填物の 10%だけが微細

藻類で、残りの 90%は不必要な水であることから、装置が大型化するという新たな問題が生じた。

また、遠心分離の消費エネルギーは、抽出された油脂の保有熱量の 50%を占めており、これに培養

の消費エネルギーを加えると、カーボンネガティブの達成が困難となる。このため一般的に下水汚

泥の処理などで用いられる凝集剤を用いて、遠心分離における消費エネルギーを低減させると同時

に水分を減らしたいが、油脂を抽出した後の残渣は食料や農業肥料に利用できるので、凝集に利用

できるのは残渣（食料や農業肥料）に混入して良いポリマー系凝集剤に限られる。SATREPS で用い

た溶媒の DME 自体は環境調和性に優れるが、未だ研究途上の新物質でありポリマーの DME への溶

解性については未解明である。本研究は、まず凝集剤として利用可能なポリマー系凝集剤を理論や

実験で探索した後に、凝集剤で濃縮した微細藻類から DME 抽出で得た油脂にポリマーが混入するか

否かを分析する。 

これにより、DME を用いる微細藻類からの油脂の抽出手法における装置の増大を防ぎ、また DME

による機能性物質の抽出挙動を解明することで、装置コスト、副産物生産、消費エネルギーの低減の

三点から、微細藻類油脂のコスト・エネルギー収支を改善し、微細藻類を用いたカーボンネガティブ

の実現に向けて技術開発を進める。 
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